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~こころばなし~  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「本当に阿弥陀様はいるのですか」あるお寺で

ご門徒さんから言われました。この方は、このお

寺の仏教婦人会の会長さんでして、ご法座終了後

に質問にこられたのでした。 

私は、なぜお寺にお参りするようになられたの

ですか？と尋ねました。すると、「祖母が、毎日

お念仏する人でした。小さい頃には祖母と一緒に

お寺参りしていたので、お寺は身近な存在でし

た。祖母はいつも、お浄土に参らせていただくと

お念仏を喜んでいました」と言われました。 

そして「あれから 70 年近く経ち、私も年を取

り今、死ぬのが怖いのです。できれば祖母のよう

に、お念仏を喜び、お浄土参りを喜びたい。でも、

そんな心境にはなれません。だから、本当に阿弥

陀様はいるのか知りたいのです」と言われたので

した。 

私は「今お念仏が出てきてくださいますね。こ

のお念仏が私を救うとよんでくださる阿弥陀様

そのものですよ」とお答えしました。すると「そ

んなことは何度も聞いてきました。そう言われて

も、自分の念仏は自分の声でしかありません。自

分の声を仏様だと思い込んだらいいのですか？」

と言われるのです。 

その疑問はもっともです。確かに、私がとなえ

るお念仏は私の声です。私は少し考えてみまし

た。その時に「私はなぜお念仏をしているのだろ

うか？」とふと思ったのです。本来お念仏するよ

うな身だったかというと、全くそんなことありま

せん。お念仏するどころか、仏様のことなんて気

にも留めない生き方をしてきました。 

『阿弥陀様って 

ほんとにいるの？』 

結城 大智（額田組願照寺） 

 

けれども、現に今、お念仏申しているのです。

改めて考えてみるととても不思議なことです。本

来お念仏する身でない者がお念仏しているとい

う事は、「私にお念仏をさせるというお働き」が

あるからではないでしょうか。しかし、自分が自

分の力で念仏をしていると思っている間は、その

「私にお念仏をさせるというお働き」には目は向

かないし、お念仏は私の声でしかないのかもしれ

ません。 

ですから私は「なぜ今お念仏がでてきてくださ

るのでしょうか。お互い、元々お念仏をするよう

な身でないのではないでしょうか。その私からお

念仏が出てきてくださるという事は、私にお念仏

をさせるというお働きがあるという事ではない

ですか。そのお働きこそ阿弥陀様のお働きです。

そのところを大切にお聴聞させていただきたい

ですね」と申し上げたことです。 

親鸞聖人は『行文類』に元照律師のお言葉をご

引用され「わが弥陀は名をもつて物を接したま

ふ」（註釈版 180 頁）と示されました。阿弥陀様

はお念仏となって私と接してくださるのです。阿

弥陀様が私の所に来てくださっているからお念

仏が出てきてくださるのです。そして、そのお念

仏は「どうかお浄土に生まれてきておくれ」と頭

を下げて私を招いてくださっている仏様のお姿

です。本来お浄土に参られるはずもない私が、か

たじけなくも、そのお招きにあずかりお浄土に 

参らせていただくのでした。 

今南無阿弥陀仏となって 

私をよんでくださっている 

のです。そのことを仰がせ 

ていただくばかりです。 

なんまんだぶ。 
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  ~宗会報告~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 7月 24日、伝道本部において本年度第 1回の「御同朋の社会をめざす運動」中央委員会が

開催されました。オンライン併用で中央委員 41名が参加し、実践運動の推進状況、宗門重点プロ

ジェクト、教区からの意見具申について報告と協議が行われました。 

 

■報告① 宗門重点プロジェクト「貧困の克服 〜 Dana for World Peace」 

教区および沖縄特区を対象としたプロジェクトリーダー研修が予定され、理念周知度は 66.3％と

前年度から向上。「子どもたちの笑顔のために募金」第 6 回の集計は 1,808 万 819 円となり、児童

福祉施設や社会的養護家庭への支援が続いています。 

 

■報告② 「戦後 80 年」平和貢献策の展開 

戦後 80 年を迎え、『宗報』3 月号に「平和に関する論点整理（戦後 80 年版）」が掲載。4 月には平

和フォーラムが開催され、総長より平和メッセージが発信されました。ご門主が沖縄・長崎・広島

で戦没者追悼法要に出向されるなど、宗派としての平和への取り組みが広がっています。 

 

■報告③ ジェンダー平等の推進 

社会部内に「ジェンダー平等推進課」が新設され、施策の体制が強化。人権啓発僧侶研修会には研

修課題としてジェンダー平等が追加されました。過去帳の性別記載についても目的の明確化と多

様な選択肢をふまえた見直しが検討されています。 

 

■報告④ 点検報告（第 5 期 1 年目・2024 年度） 

教区では 81.3％が「順調・ほぼ順調」と回答し、特に「貧困の克服」では子ども食堂支援や居場所

づくりの取り組みが増加。一方、組では「順調・ほぼ順調」が 51.6％にとどまり、参画者の固定化

や減少、活動の偏在が課題となっています。 

 

■報告⑤ 過去帳開示事案（長野教区） 

2025 年 1 月のテレビ放映で過去帳情報が公開された件について、長野教区より再発防止策が報告

されました。各組や教化団体での周知徹底が進められており、宗派としても基準見直しや動画研修

の整備が進められています。 

 

■協議事項：高岡教区からの意見具申 

教団の戦争協力の歴史に学ぶ研修の現状と方向性について、僧侶研修での扱い、連研や中央教修に

おける学びの強化、「つどい」の再開、平和センター（仮称）の開設や資料アーカイブ化が提起さ

れました。戦後 80 年を機に歴史認識を共有し、僧侶・門信徒双方で学びを深める必要が確認され

ました。 

「御同朋の社会をめざす運動」中央委員会報告 松野尾浩慈(額田組明願寺住職) 
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~特集~ 
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『描いて場をつくるグラフィック・レコーディング 

 2 人から 100 人までの対話実践』編著 有廣悠乃  出版 学芸出版社                 

~声（読者のページ）~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

~お坊さんの書棚~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

~編集後記~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『心に残る言葉』 

心に残る言葉はいくつあるだろうか。 

若い頃、1 人暮らしをする私に母は時々荷物

を送ってくれていた。野菜やら日用品の中に、

まぎれるように入っていたメッセージが今で

も心に残っている。 

「あなたらしく生き抜いてください」 

ペラペラの紙切れに書かれたその言葉に何

度も背中を押された。何十年もたった今では、

もはやレジェンド入りと言っても良いだろう。 

 

先日、母をはじめ家族みんながお世話になっ

た方がご往生された。遺言ともいうべきか、最

後にお会いしたときに何となく言われた一言

が日常のそこかしこに顔を出す。 

「てきとうにしなはれや」 

全力で生き抜かれたその人は言う。どこか

無理をしているようにうつったのだろうか。

些末なことに心を囚われている姿を見抜かれ

たのか。 

何十年も心にとめたはずの、母の言葉と共

にこれからも私に問いかけ続けてくださるに

違いない。 

「あなたらしく生き抜いてください」 

「てきとうにしなはれや」 

また、実際ご門徒さんとの対話を目の前でグ

ラレコすることで、「あ、この話はさっきもし

たな」とお互いが視覚的に確認し、堂々巡りを

避け、何を話したかったかが明確になったこと

もあります。 

三宅正太さんいわく、「絵がうまくないほう

が、グラレコはうまくいく」そうです。 

先日、住職継職法要を含む御法事をお勤めいたしました。その御法事で事前の予想と一番違っていたのは、 

子どもイベントに合わせて来てくれたゴンゴンちゃんの人気ぶり。登場するや子どもたちが駆け寄って人だ 

かりができ、皆とびっきりの笑顔で写真にもうつっていました。その時からひそかにゴンゴンちゃんに憧れ 

と嫉妬の心が芽生えています。私もゴンゴンちゃんのように皆に愛される住職をめざしたいと思います(笑)                                     

 

広報部 加藤 

タイトルにもあるグラフィック・レコーディ

ング（グラレコ）とは、会話や会議などの記録

の仕方のひとつ。文字と併せてちょっとしたイ

ラストや絵文字のようなものも使って記録す

ると、文字数を大幅に減らし、その時の雰囲気

や情景までも残すことができます。 

 この本は多くの方の実践の共著で編まれて

います。ご自身の目的や環境に合った「グラレ

コ」が見つかり、場づくりに役立つ一冊です。

私自身、グラレコを著者のひとりの三宅正太さ

んに学んでいます。「寺報にグラレコを用いる

ことでより親しく読みやすいものに」と学び始

め、ご門徒さんから「読みやすくなった」「温

かみを感じる」などと感想をいただき、効果を

実感しています。 


